
佐賀県 健康福祉部 健康福祉政策課
がん撲滅特別対策室

佐賀県肝疾患対策推進計画の評価について

がん撲滅特別対策室からの報告

議事２



人口動態調査（厚生労働省）
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直近（2023）
ワースト県(A県)：27.5

佐賀県：25.3

全国平均：18.9佐賀県

全国平均

粗死亡率
（10万人当たりの死亡者数）

Ａ県

Ｂ県

佐賀県の肝がん粗死亡率は依然として高い状況にあります！

直近（2024）
ワースト佐賀県：29.5

A県：24.1

全国平均：18.7
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効 果
（アウトカム）

目 標
（アウトプット）

事 業
（インプット）

項 目

◎ 就労年齢層の肝がん
罹患者の減

○ 協会けんぽ佐賀支部の肝炎
ウイルス検査受検者数

【目標：10,000人以上】

• 出前講座、職域検査

• 協会けんぽとの連携に
よる陽性者対策

ステップ１
受検

（職域対策）

◎ 就労年齢層の肝がん
罹患者の減

○ 職域における精密検査受診率

【目標：８０％以上】
• 協会けんぽとの連携、

陽性者への受診勧奨

ステップ２
受診

（職域対策）

◎ 肝がん早期発見

○ C型慢性肝炎等で治療費助成
を受けた県民の定期検査費助
成利用率

【目標：５０％以上】

• 肝疾患定期検査費助成
事業

ステップ４
確実な

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

◎ 死亡率の減

○ 肝がん75歳未満年齢調整
死亡率の減

【目標：4.0未満】

• 佐賀方式による総合的
な肝疾患対策の推進

肝がん
死亡率

肝がん移行者の減による肝がん死亡者数の減全体目標

２

第３次佐賀県肝疾患対策推進計画の事業、目標及び効果
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【全体目標】 肝がんによる７５歳未満年齢調整死亡率を４．０未満に

肝がん等への移行者を抑制することで、肝がんによる75歳未満年齢調整死亡率
を4.0未満とします

75歳未満年齢調整死亡率

（出典）人口動態統計

・２０２3年における佐賀県の肝がんによる75歳未満年齢調整死亡率は、3.9
・２０２4年における佐賀県の肝がんによる75歳未満年齢調整死亡率は、4.3

2022
佐賀県（3位）： ４.4
全国平均： 3.5

2023
佐賀県（11位）： 3.9
全国平均： 3.3

2024
佐賀県（2位）： 4.3
全国平均： 3.2
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（12月時点）

2029年度

協会けんぽ肝炎ウイルス検査受検数

協会けんぽ佐賀支部被保険者（※）の肝炎ウイルス検査受検者数を、計画期間中の累計で

１０,000人以上とします。

出典：佐賀県調べ

 2025年12月時点の受検者数は1,392人
 目標達成に向けて継続した普及啓発活動が必要

件件

（単年） （累計）
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【個別目標❶】 働く世代の肝炎ウイルス検査の受検者数

※35歳以上、生活習慣病予防健診受診者を対象

目標値（累計）
10,000人以上

10,000
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医療機関 職域出前 協会けんぽ 市町 HCV累計 HBs累計

単年度 累計

出典：佐賀県調べ

検査で発見された
陽性者数

HBsHCV

2571872013

1531292014

1561232015

127982016

95552017

95742018

81662019

60482020

64372021

５４３７2022

30３32023

47222024

※B+Cの重複者あり

※

※

2018年度の協会けんぽ肝炎ウイルス検査追加により件数増加

件件

肝炎ウイルス検査の受検者数（県及び市町事業分）
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※



出典：佐賀県調べ

• 2024年度中に肝炎ウイルス検査を受検し、陽性とされた15人のうち、2026年1
月末までに10人（66.7％）が精密検査を受診

• 更なる受診勧奨に努める必要がある

6

職域（※）における要精密検査者（肝炎ウイルス検査陽性者）の医療機関受診率を2029

年度までに８0％以上とします。 ※職域出前検診(５検査機関)及び協会けんぽの検診が対象

【個別目標 ❷ 】 要精密検査者の医療機関受診率

人

目標値
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Ｃ型慢性肝炎等で、治療費助成を受けた県民の定期検査費助成利用率を50%以上
とします。

 Ｃ型肝炎の経口薬の登場で、治療費助成申請は増
 定期検査費助成の申請者は、2015年10月の申請書類簡素化（県単事業のみ）後、大幅増加したがまだまだ少ない

✓ 県単助成＝医師の診断書不要（健康増進ノートの写しで可）、住民票・課税証明書不要
 引き続き、啓発活動に努める必要がある

出典：佐賀県調べ 7

【個別目標 ❸】 定期検査費助成の利用率

目標値
50％以上
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精密検査・定期検査費助成に関する周知・広報

8

県民だより3月号

タウン誌掲載広告（2026.2）

健康福祉政策課SNS

(例)鹿島市

各市町の広報誌（2026.1～3掲載）
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【参考】 インターフェロンフリー治療薬剤（C型）
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核酸アナログ（B型）治療費助成申請者数
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○ 助成内容
• 助成対象月の対象医療費自己負担が１万円と

なるよう助成

○ 助成対象の条件
• B型・C型肝炎ウイルスによる肝がん・重度肝

硬変と診断
• 県が指定する医療機関で治療を受けている

（通院治療は分子標的薬を用いた化学療法等に限
る）

• 医療費の自己負担が一定額（高額療養費の対
象）を超えた月が過去24月で２月以上ある

• 世帯年収が概ね370万円未満
• 国の研究事業への協力に同意

○ 申請時に必要となる書類
• 医療記録票
• 臨床調査個人票（＝診断書）

及び研究事業への同意書
• 住民票、限度額適用認定証等

指定医療
機関で作成

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業
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2011～202５年度の養成者数：2,579名

多様な職種の方が肝炎医療コーディネーターとなり、患者を支援！

肝炎医療コーディネーターの養成について

14

所属別
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佐賀県肝疾患診療等活動支援事業費補助金

対象とならない
経費例×〇

職員の給与

肝炎医療コーディ
ネーター資質向上
のための職員旅費

※原則として肝炎医療コーディネーターが所属する
県内肝疾患医療提供体制登録医療機関・団体等が対象です。

地域住民・患者
向け肝疾患講座

飲食代

院内職員に向けた
肝炎研修会の講師

謝金・配布資料

肝炎啓発用の
チラシの作製

目的 各医療機関が実施する肝疾患対策にかかる活動支援
実施主体 県内の肝疾患医療提供体制における登録医療機関

と肝疾患対策の推進に取り組む団体等です。
※原則、肝炎医療コーディネーターがいる医療機関

補助金の額 肝疾患対策を推進する活動にかかった経費の２の１、
上限額２0万円まで補助金を交付します。
例）補助対象経費３0万円の場合： 補助額１５万円（1円未満切捨て）

自己負担額１５万円


